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議 事 概 要 
 

計画段階評価について 

＜浜松三ヶ日・豊橋道路（仮称）＞ 

○この道路の効果を定量的に表現する工夫が必要 

○広域的な交通を担う役割の道路であるため、アンケートの

対象範囲をもう少し広げることができないか。 

○アンケート項目をもう少しシンプルに表現してはどうか。 

＜国道１５３号 飯田南道路＞ 

○比較表における各案の効果の程度をもう少し具体的に表現

するべき 

○道路の使われ方を詳細に分析し検討を進めて頂きたい。 

 

新たな広域道路交通計画について 

○ 新たな広域道路交通計画の内容について議論。 

○ ビジョンにおける将来像の表現やネットワーク計画におけ

る選定の考え方についてご意見をいただいた。 

以上 


